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改正の概要 

 

町田市における建築基準法第４３条第２項第２号に関する許可基準 

に係る基準の一部改正について 

 

１ 改正の趣旨 

  この許可は、その敷地の周囲に広い空地を有する建築物その他の国土交通省令で定め

る基準に適合する建築物で、特定行政庁が交通上、安全上、防火上及び衛生上支障がな

いと認められるものについて、許可基準を１９９９年６月２０に施行し許可を行ってき

ました。 

建築基準法（以下、「法」といいます。）改正（平成３０年６月２７日公布）によって、

新たに法第４３条第２項第 1 号に基づく認定制度が創設されたことに伴い、法第４３条

第２項第２号による許可基準を改正するものです。 

 

２．改正の概要 

（１） 用語の定義の追加 

    ・許可で用いる「道」、「道路状」の用語の定義を整理し、明確にします。 

（２） 交通上、安全上、防火上の支障がないことへの対応 

    ・建物の外壁後退距離５０ｃｍ以上とする規定を追加します。 

    ・敷地分割を２以下とする規定を追加します。 

    ・建築物を一戸建ての住宅、２戸長屋で階数地上２階以下かつ地下１階以下とす

る規定を追加します。 

（３） 安全上、衛生上の支障がないことへの対応 

    ・道を道路とみなして、採光、換気、容積率、建蔽率角地緩和、道路斜線制限等

を適用させる規定を追加します。 

（４） 道の担保方策への対応 

    ・許可の要件として、申請者が敷地に所有権、地上権若しくは借地権等を有して

いることの規定を追加します。 

    ・許可条件として、確認申請時までに、道路状に整備し、かつ公衆用道路として

登記する規定を追加します。 

（５） １９９９年６月２０日まで建築主事が認めていた関係権利者の間で道路協定書が

締結された道（協定道路）で、現況幅員が４ｍ未満のものに対し、位置の確認が出

来て、かつ所有者の権限の及ぶ範囲において道路状に整備し、公衆用道路に登記さ

れたものを許可の対象とする規定を追加します。 

 


